
短期特別課題 条幅の基礎を学ぶ

半
切
四
分
の
一
に
書
く
Ⅱ
（
６
）�

締
切
り
　
六
月
二
十
四
日
（
必
着
）

◎�

本
誌
に
条
幅
（
半
切
）
の
課
題
が
正
式
に
設
置
さ
れ

た
の
は
、
平
成
十
一
年
七
月
の
こ
と
で
、
そ
の
前
の

約
八
年
間
は
、
半
切
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
半
切
四

分
の
一
の
サ
イ
ズ
（
約
六
八
㎝
×
十
七
、五
㎝
）
で
条

幅
の
基
礎
を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

◎�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、元
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
・

神
谷
葵
水
先
生
の
当
時
の
お
手
本
を
も
と
に
、
改
め

て
条
幅
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
に
も

一
年
間
学
び
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
パ
ー
ト
Ⅱ
に
な

り
ま
す
。

◎�

条
幅
は
苦
手
と
い
う
方
、
大
き
い
作
品
に
気
後
れ
し

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
条
幅
の
草
稿
作

り
の
つ
も
り
で
気
軽
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕　
風ふ

う
り
ん
せ
ん
げ
つ
お
つ

林
繊
月
落
（
杜
甫
の
詩
句
）

〔
大
意
〕
　
風
に
揺
れ
る
林
に
細
い
月
が
さ
し
こ
む
。

〔
解
説
〕

・�

用
紙
に
五
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
行
の
中
心
、
字
間
、
天
地
の
あ
き
等
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
紙
を
折
る
、
下
敷
の
罫
を
利
用
す

る
等
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・�

お
手
本
を
よ
く
み
る
と
、
各
字
に
大
小
の
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
潤
渇
も
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
の
方
が
動
き
や
リ
ズ
ム
が
出
て
表
現
が
豊
か

に
な
り
ま
す
。

・�

で
き
る
方
は
、
書
体
や
崩
し
方
を
変
換
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
作
品
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
字
典

で
し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

・�

落ら
っ

款か
ん

（
署
名
・
印
）
も
作
品
の
一
部
で
す
。
丁
寧
に

収
め
ま
し
ょ
う
。
印
の
な
い
方
は
□
を
赤
ペ
ン
又
は
朱

墨
で
書
い
て
下
さ
い
。

〔
作
品
の
出
し
方
〕

▼�

毛
筆
部
＝
条
幅
半
切
四
分
の
一
（
約
六
八
㎝
×

十
七
、五
㎝
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

▼�

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
版（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）以
下
の

紙
に
課
題
手
本
の
よ
う
な
枠
線
を
引
い
て
下
さ
い
。

用
具
は
自
由
で
す
が
、
細
い
線
は
相
応
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。（
フ
エ
ル
ト
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
可
）

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
毛

筆
漢
字
の
成
績（
硬
筆
の
場
合
は
硬
筆
規
定
の
成
績
）

を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲

載
し
ま
す
が
、成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま
せ
ん
。

神
　
谷
　
葵
　
水
　
先
　
生
　
書



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　6 月24 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

奥
おく

　村
むら

　暢
のぶ

　之
ゆき

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  1  −

★
誘
惑
か
ら
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
（
一
八
五
四
～
一
九
〇
〇
）

　
　
イ
ギ
リ
ス
の
作
家

　
誘
惑
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

誘
惑
に
心
が
ひ
か
れ
ま
す
。

　
思
い
切
っ
て
誘
惑
に
負
け
て
し
ま
え
ば
、

も
う
心
が
煩

わ
ず
ら

わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い

う
訳
で
、
何
か
に
集
中
し
た
い
時
な
ど
は
、

誘
惑
に
屈
服
す
る
こ
と
も
早
道
で
あ
り
、
逆

説
的
に
一
理
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◆
７
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　
決
定
を
焦
ら
な
い

　
一
晩
眠
れ
ば

　
良
い
知
恵
が
出
る

★
生
き
る
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
鷲わ

し

田だ

清き
よ

一か
ず

（
一
九
四
九
～
）

　
　
哲
学
者

　「
お
と
な
の
背
中
」
と
い
う
短
い
エ
ッ

セ
ー
の
中
の
味
わ
い
深
い
言
葉
で
す
。

　
子
供
は
大
人
の
そ
の
姿
・
そ
の
佇
ま
い
を

後
ろ
か
ら
、
し
か
と
見
て
お
り
、
子
供
は
大

人
が
思
う
以
上
に
鋭
敏
で
あ
り
ま
す
。

　
見
ら
れ
る
に
値
す
る
佇
ま
い
を
ど
う
し
た

ら
獲
得
で
き
る
か
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

◆
７
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
名
誉
心
や
良
心
は

　
権
力
を
持
っ
た
人
間

　
に
だ
け
必
要
な
も
の

　
▼
教
範
・
書
範
＝
楷
書

　
▼
師
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
、
師
範
は
「
行
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

仰 

平 

俯

右
払
い
し
っ
か
り

楷
書
で
も
気
脈
大
切

長
短
ど
ち
ら
も
可

組
み
合
わ
せ
ど
ち
ら
も
可

１

２

10

11

12



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　6 月24 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  2  −

〔
句
解
〕
四
辺
の
山
に
鋭
く
こ
だ
ま
を
反
響

さ
せ
て
、
山
ほ
と
と
ぎ
す
が
、
思
う
存
分
に

鳴
き
し
き
っ
て
い
る
。

〔
鑑
賞
〕
作
者
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
の
印

象
を
〈
絶
頂
近
く
杉
の
木
立
を
た
ど
る
時
、

突
然
に
何
と
も
い
え
ぬ
美
し
い
響
き
を
も
っ

た
大
き
な
声
が
木
立
の
向
こ
う
の
谷
間
か
ら

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
単
な
る
声
と

い
う
よ
り
も
、
英ひ

彦こ

山さ
ん

そ
の
も
の
の
山
の
精

の
声
で
し
た
。〉
と
伝
え
て
い
る
。

〔
解
説
〕「

」
だ
け
の
時
は
、
最
後
右

下
へ
書
く
。「

」
と
続
け
て
書
く

時
は
、「

」
の
最
後
を
右
上
に
少
し
上

げ
て
「

」
に
続
け
て
書
く
。

◆
７
月
課
題
予
告

　
空く

う

を
は
さ
む
蟹か

に

死
に
を
る
や
雲
の
峰

（
河か

わ

東
ひ
が
し

碧へ
き

梧ご

桐と
う

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

　
谺

こ
多
ま

し
て
山や

ま

ほ保

と
とゝ
ぎ
す寸

ほ本

し志

い以

ま万

まゝ

　
谺

古
堂
万

し
て
山
ほ本

と登

とゝ
ぎ
す須

ほ保

し新

い意

ま
まゝ

　
谺

こ
だ
ま

し
て
山
ほ
と
と
ぎ
す
ほ
し
い
ま
ま

（
杉す

ぎ

田た

久ひ
さ

女じ
ょ

）

〔
古
筆
参
考
〕

堂た本ほ登と以い意い



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り
　
六
月
二
十
四
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔古筆参考〕

中
なかつかさしゅう

務 集

−  3  −

〔
歌
意
〕
わ
が
宿
の
池
の
ほ
と
り
の
、
藤
の

花
が
咲
い
た
。
山
か
ら
時

ほ
と
と
ぎ
す

鳥
が
来
て
鳴
い
て

く
れ
る
の
は
、
い
っ
た
い
い
つ
の
こ
と
か
、

待
ち
遠
し
い
。

〔
出
典
〕
古
今
和
歌
集

　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

・ 

㋑
と
㋩
、
㋑
と
㋬
、
㋑
と
㋠
、
㋺
と
㋩
、

㋺
と
㋥
、
㋺
と
㋬
、
㋺
と
㋠
、
そ
れ
ぞ
れ

呼
応
。

・ 

○
余
白
大
切
。

・
行
の
ふ
く
ら
み
、
ゆ
れ
大
切
。

・ 

●
粗
密
の
動
き
大
切
。

・

↓
の
方
向
大
切
。

◆
７
月
課
題
予
告

　 

月
み
れ
ば
千ち

ぢ々

に
も
の
こ
そ
か
な
し
け
れ

　
我
が
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど

わ
が可

や
ど
の
池い

介

の
藤ふ

遅

波
咲さ

き支

に二

け介

り

山
時
鳥
い
つ
か可

来
鳴那

か可

む無

　
　
し
か可

す数

が可

の
わ
た多

り利

ゆ
け介

ば
あ
り利

ゆ
か可

ね年

ば八

く
る
し

し
か可

す数

が可

の
わ
た多

り利

に尓

き
て
ぞ曽

お於

も
ひ日

た多

ゆ
た多

ふ

　
　
う
き
し
ま万

㋠ ㋣ ㋬㋭㋥㋩㋺ ㋑



は が き 課 題

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　6 月 24 日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　�（
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  4  −

庭
の
紫あ

じ

さ

い

陽
花
が
綺き

麗れ
い

に
咲
い
て
い
ま
す
。

孫
の
香
代
子
が
絵
画
教
室
に
通
わ
せ
て

い
た
だ
き
始
め
て
早
一
年
で
す
。
優
し
く

教
え
て
下
さ
る
先
生
が
大
好
き
な
様
で

週
一
回
の
お
け
い
こ
を
楽
し
み
に
し
て

家
で
も
毎
日
何
か
を
描
い
て
い
ま
す
。



一般部毛筆漢字課題 締切り　6月24 日（必着）

〔読み〕遊
ゆう

魚
ぎょ

緑
りょく

荷
か

を動
うご

かす

〔大意〕�池の中で戯
たわむ

れる魚が緑の蓮
はす

の葉を動かしている。

奥お
く  

村む
ら  

暢の
ぶ  

之ゆ
き  

臨

須す  

田だ  

一い
ち  

葉よ
う  

書

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
行
書
）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕書譜（６８７）　〔筆者〕孫過庭（６４８？〜７０３？）

〔読み〕質
しつ

と（為
な

す。）草
そう

使
し

転
てん

に乖
そむ

けば、（字
じ

を成
な

す能
あた

）わず、

−
  5

  
−

　
質
　
　
　
　 

　
草
　
　
　
　 

　
乖
　
　
　
　
　
使
　
　
　
　 

轉
　
　
　
　
不



一般部毛筆かな課題 締切り　6月24 日（必着）

〔出典〕正
まさ

岡
おか

子
し

規
き

〔句意〕雄大な夏山の全景を、白い入道雲を背景とし、夏草の緑に横た

わる岩石を対照的に描き出している。雄大で強烈な夏山の印象

が表わされている句。

夏な
つ

山や
ま

や
雲く

も

湧わ

い
て
石い

し

横
よ
こ
た

は
る留

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書
　
　

新
入
か
ら
１
級
ま
で

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕長
なが

塚
つか

節
たかし

〔歌意〕鬼灯を口に含んで鳴らすように、蛙が鳴いているよ、夏の浅い

宵を。

鬼ほ
ゝ

灯つ
き

を
口久

ち

に尓

ふ
く
み
て
鳴那

ら
す春

ご
と

　
　
　
　
　
蛙

可
八
つ

は
な奈

く
も毛

夏な
つ

の農

浅あ
さ

夜よ

を越

■
両
課
題
と
も
文
字
の
変
換
、
ち
ら
し
方
は
自
由
で
す
。

−
  6

  
−

※
検
定
試
験
１
級
コ
ー
ス
を
兼
ね
る
。

※
検
定
試
験
三
段
コ
ー
ス
以
上
を
兼
ね
る
。



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り
　
六
月
二
十
四
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）

−  7  −

〔 

条
幅
解
説
〕
起
筆
の
瞬
間
…
…
穂
先
の
僅わ

ず

か
な
ね
じ
れ
の

加
減
で
多
様
な
線
が
表
れ
ま
す
。
但
し
目
下
未
だ
結
果
が

見
い
出
せ
な
く
て
模
索
中
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昨・

年
の
研
修
旅
行
の
際
に
は
た・

い
へ
ん

お
世
話
に
な
り
有・

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

琵・

琶
湖
の
眺
め
に
心
身
と
も
に
癒・

さ
れ

あ
っ
と
い
う
間
の
二・

日
間
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
） 

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■   

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
俗
事
を
離
れ
た

山
中
に
あ
っ
て
は
気
持
ち

は
高
潔
で
あ
り
え
る
が
、

一
般
世
間
で
は
諸
事
煩
わ

し
く
住
み
に
く
い
。

初
出
品
の
方
へ

　 

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

山
さ
ん
ち
ゅ
う
お
の
ず
か
ら
な
り
こ
う
せ
つ
を
ま
っ
と
う
す
る
に

中

自

可

全

高

節

天て

ん

か

お

り

が

た

き

こ

れ

せ

い

め

い

下

難

居

是

盛

名

※
検
定
試
験
三
段
コ
ー
ス
を
兼
ね
る
。



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　6 月24 日（必着）

よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  8  −−  9  −

う
え

み

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

３３

３

２

１

３

２

６

４

５



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　6 月24 日（必着）

小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  8  −−  9  −

い
ろ

や
ま

さ
と

ポ
ン

ジ
ッ

あ
め

シ
ン

リ
ョ
ク



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　6 月24 日（必着）

小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
員
）

−  10  −−  11  −

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

新
四
年
生
は
、
左
記
に
よ
り
、
全
員
こ
の
手
本
ど
お
り
８
マ
ス
用
紙
で
出

書
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
記

＊�

用
具
は
自
由
で
す
が
デ
ス
ク
ペ
ン
、
つ
け
ペ
ン
で
書
く
人
は
、
硬か

た

く
な

ら
ず
、
の
び
や
か
に
書
く
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
第
一
目
的
で
す
。

＊
六
月
締
切
り
分
ま
で
は
、
こ
の
方
法
を
続
け
ま
す
。

＊
ペ
ン
書
き
の
人
は
早
く
慣
れ
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

＊�

七
月
締
切
り
分
か
ら
は
、
準
初
段
以
上
は
従
来
ど
お
り
15
マ
ス
用
紙
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ

く
さ

ば
な

カ
ン

サ
ツ

も
と

メ
イ

サ
ン

う
つ
く（
し
い
）

ワ

お
り

ヒ
ン

大

小 中



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　6 月24 日（必着）

中
　
一
　
年
　
　
　（
楷
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
楷
書
）

−  10  −−  11  −

や
ど

ナ
ン

ケ
イ

ロ

ヒ

ジ
ョ
ウ

ぐ
ち

カ
ク



▼小三年以下の課題　　田
た

　代
しろ

　華
か

　光
こう

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　清
し

　水
みず

　希
き

　光
こう

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

しめきり　6 月 24 日（必着）

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、  

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、    

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、  

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  12  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

こ
う

え
ん

く
さ

は
な

か
わ

う
つ
く

み
ど
り

き

む

い

と
き

ね
ん

ね
ん

よ
う

た
い

れ
き

も
と

き

び

さ
だ

ろ
く

が
つ

か

と
お

あ

す

え
ん

そ
く

※
明あ

す日
＝
単
語
と
し
て
こ
の
よ
う
に
読
み
ま
す
。



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　6月 24 日（必着）

−  13  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
二
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
碧へ

き

　
友ゆ

う

　
書



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　6月 24 日（必着）

−  14  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
三
〜
小
五
年
　
　
玉た

ま

　
樹き

　
小

し
ょ
う

　
華か

　
書

−  15  −

中心



−  14  −

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　6月 24 日（必着）

−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
香こ

う

　
竹ち

く

　
書



−  16  −−  17  −

第７６回　毛筆検定試験受験要項 6月24 日締切り

■
受
験
に
あ
た
っ
て
ご
注
意

▼�

検
定
受
験
者
は
、
六
月
の
す
べ
て
の
毛
筆
月
例
競
書
を
お
休
み

下
さ
い
。（
短
期
特
別
課
題
は
出
品
可
）

▼�

一
覧
表
の
最
高
昇
段
級
位
と
い
う
の
は
、
各
コ
ー
ス
で
取
得
で

き
る
最
高
の
段
、
級
位
を
示
し
た
も
の
で
す
。
現
在
こ
の
段
級

位
に
あ
る
人
は
、
そ
れ
以
上
の
コ
ー
ス
を
受
験
し
て
下
さ
い
。

■
出
　
品
　
方
　
法

▼�

作
品
は
、
必
ず
一
覧
表
に
明
示
し
た
順
序
に
そ
ろ
え
、
右
肩
を

ホ
ッ
チ
キ
ス
で
と
じ
て
下
さ
い
。

　

��　

た
だ
し
教
範
コ
ー
ス
は
、
上
か
ら
、
①
漢
字
②
か
な
③
細
字

④
教
育
部
手
本
課
題
⑤
条
幅
⑥
書
歴
（
初
回
の
み
。
詳
細
は
本

部
へ
問
合
せ
）
の
順
に
そ
ろ
え
、
ゼ
ム
ク
リ
ッ
プ
で
と
じ
て
下

さ
い
。

▼�

検
定
作
品
と
月
例
作
品
を
同
封
す
る
場
合
は
、
必
ず
、
二
つ
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
分
け
て
入
れ
、
表
に
「
検
定
」「
月
例
」
と
明
記

し
て
混
同
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

支
局
・
支
部
に
は
「
検
定
作
品
出
品
明
細
書
」
を
七
月
号
配
本

時
に
同
封
し
ま
す
か
ら
、
所
要
事
項
記
入
の
上
、
作
品
、
受
験

料
と
同
封
し
て
下
さ
い
。
さ
ら
に
、
正
確
を
期
す
上
か
ら
受
験

者
名
簿
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

▼�

封
筒
に
「
検
定
受
験
」
と
朱
書
し
て
下
さ
い
。

▼�

受
験
料
は
、
為
替
か
小
為
替
で
作
品
と
同
封
す
る
か
、
現
金
書

留
に
よ
る
送
金
に
限
り
ま
す
。（
振
替
、
そ
の
他
は
不
可
）

　

●
締
切
り　

令
和
元
年
六
月
二
十
四
日
（
本
部
必
着
）

　

●
送
り
先　

大
書
心
会
検
定
試
験
係

　

●
発

　
表　

令
和
元
年
九
月
号

▼�

肉
筆
手
本
希
望
者
は
、
毎
月
裏
表
紙
掲
載
の
先
生
へ
、
現
金
書

留
（
返
信
用
封
筒
同
封
）
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

��（
左
記
料
金
は
、
一
点
に
つ
い
て
の
金
額
で
す
。
た
だ
し
、
コ
ピ
ー

手
本
・
添
削
料
は
半
額
と
い
た
し
ま
す
）

　
※
条
幅
の
原
寸
大
の
コ
ピ
ー
手
本
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢 

字 

半 

紙 

…
… 

一
、〇
〇
〇
円

・
一 

般 

部 

１ 

級 

・ 

三 

段 

コ 

ー 

ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細�

字
・
か�

な 

…
… 

一
、五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢 

字 

半 

紙 

…
… 

一
、二
〇
〇
円

　
　
　
　

�������

五�

段�

コ�

ー�

ス�

以�

上　
　�

条　
　
　
　

幅 

…
… 

三
、五
〇
〇
円

・
活��

字��

課��

題

　
　
　
　
　
　
　
　�������

会�

友�

コ�

ー�

ス�

以�

上　
　�

細　
　
　
　

字 

…
… 

一
、七
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教　
育　
部 

…
…　
　

八
〇
〇
円　
　

｛｛

課　題 最  高  昇

段  級  位
課 題

漢 字

楷 書 行 書
か な 細 字 計 受 験 料

１級コース

三段コース

一

般

部

１級まで

三段まで

漢字は下掲課題

かなは月例級位課題

漢字は下掲、かな・

細字は月例段位課題

コース

１

１

１

１

１

１

３

４

１，５００

２，０００

一般部１級・三段コース

１

ー

〔１級コース漢字課題〕

《行　書》 《楷　書》

須  田  一  葉  書

《孔子廟堂碑》《集字聖教序》

〔三段コース漢字課題〕

神 谷 葵 水 先 生 書

存そ

ん

し

ん

し

て

み

ず

か

ら

じ

す

心

而

自

持



−  16  −−  17  −

一般部五段・書範・教範コース　　 教育部普通・会友コース

◎師範試験は、毎年 2月に単独で実施しています。

■
五
段
・
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
受
験
の
き
ま
り

一
、  

五
段
・
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
受
験
は
、
上
掲
一
覧
表
の
と

お
り
の
受
験
有
資
格
者
に
限
り
ま
す
。

一
、  

教
範
コ
ー
ス
は
単
位
合
格
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
単
位
を
取

得
さ
れ
て
い
て
も
、
受
験
の
際
は
改
め
て
全
科
目
を
提
出
し

て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
合
格
科
目
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
対

象
か
ら
除
き
ま
す
。

一
、  

単
位
合
格
は
、
二
年
以
上
検
定
試
験
を
受
験
し
な
い
と
無
効

に
な
り
ま
す
。

　
　
五
段
・
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
課
題

漢
　
字
　
　
五
段
コ
ー
ス
以
上
共
通
（
半
紙
）

図
版
で
示
し
た
三
つ
の
法
帖
の
各
六
文
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
半
紙
に

臨
書
し
て
下
さ
い
。

か
　
な
　
三
段
コ
ー
ス
以
上
共
通
（
半
紙
）

次
の
和
歌
を
、
か
な
半
紙
に
ち
ら
し
書
き
に
し
て
下
さ
い
。

◎
鬼ほ
ゝ

灯つ
き

を
口
に
ふ
く
み
て
鳴
ら
す
ご
と

　
　
　
　
蛙

か
は
つ

は
な
く
も
夏
の
浅
夜
を
（
長な

が

塚つ
か

節
た
か
し

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
６
頁
参
照

条
　
幅
　
書
範
・
教
範
コ
ー
ス
共
通
（
画
仙
紙
半
切
）

次
の
語
句
を
、
画
仙
紙
半
切
に
体
裁
よ
く
書
い
て
下
さ
い
。

　 

月つ

き

は

ち

じ

ょ

う

に

き

た

り

か

こ

う

き

よ

く

来

池

上

花

光

浄

　 

雨あ

め

は

え

ん

り

ん

を

す

ぎ

て

ち

く

ろ

こ

ま

や

か

な

り

過

園

林

竹

露

濃

細
　
字
　
五
段
コ
ー
ス
以
上
共
通
（
半
紙
）

次
の
語
句
を
、
行
書
ま
た
は
行
草
体
で
体
裁
よ
く
書
い
て
く

だ
さ
い
。

　
　
毎
朝
夫
婦
で
新
鮮
野
菜
作
り
に
励
ん
で

　
　
い
ま
す
　
畑
ま
で
は
車
で
五
分
で
す
が

　
　
水
や
ら
肥
料
等
の
積
み
降
ろ
し
で
体
が

　
　
鍛
え
ら
れ
ま
す
し
気
分
も
爽
快
で
す

教
育
部
手
本
課
題
　
教
範
コ
ー
ス
の
み
（
半
紙
）

※
氏
名
は
、
各
学
年
に
合
わ
せ
て
お
書
き
下
さ
い
。

　（
小
１
年
は
ひ
ら
が
な
で
書
く
な
ど
）

　
　
　
　
会
友
コ
ー
ス
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼ 

六
月
締
切
り
の
自
分
の
学
年

の
月
例
課
題
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
上
の
語
句
の
行
書
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

計
二
枚
を
一
組
と
し
、
右
肩

を
と
じ
て
出
品
の
こ
と
。

▼
集
字
聖
教
序

　
　
　
　
　
　
　
　
方

　
其

　
朗

　
潤

　
故

　
以

　

▼
孔
子
廟
堂
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
亡
　
呉
　
霸
　
越
　
之
　
弁

む
れ

校
　
内

放
　
送

祝
電

（行　書）

小　６

小　１

　

コース

課　題
受 験 資 格

最 高 昇
級 段 位

課　　題
漢　字

楷書 行書 草書
受験料

五　 段

コ ー ス

教 

育 

部

一
　
般
　
部 書　　　　範

支局・支部長

五段まで

教　　範

下記（活字）

四段以上の中学生
準会友の小学生

６月しめきりの月例競書課題

６月しめきりの月例競書課題と下記活字課題（行書）

２, ５００

３, ０００

４００

７００

１

２

書 範

コ ー ス

教 範

コ ー ス

普 通

コ ー ス

会 友

コ ー ス

有 段 者
支局・支部長

書範まで

か
な

細
字

条
幅 計

手

本

教
育
部

１ １ １ １ １ ー ー ５

１ １ １ １ １ １ ー ６

１ １ １ １ １ １ ２ ８ ４, ０００

下記（活字）

下記（活字）

有 段 者
支局・支部長

▼
書

　
　
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝

　
安

　
素

　
善

　
尺

　
櫝




